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　当院は下記の研究を実施しています。この研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を

研究目的に利用または提供することを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。

（ ）真生会富山病院薬剤科

備考

研究の方法（使用する情報）

患者背景：性別、身長、体重、BMI、死亡年齢、がん原発部位、がん転移部位、生存期間、合併
症、既往歴、現病歴、がん治療歴、PS、診療科、死亡場所（在宅or病院）、最期の療養先の希
望場所
療養先の意思決定に関するカンファレンス、病状説明内容、カルテ記載
臨床検査値：WBC、PLT、AST、BUN、LDH、CRP、ALB

試料／情報の他機関への提供
共同研究の施設に今回調査した試料/情報を提供致します。提供する試料/情報は匿名化し、
個人が特定できない状態の情報のみを提供します。その上で漏えい、混交、盗難、紛失等がな
いよう情報管理を徹底致します。

個人情報の取り扱い
使用する情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人情報は削除いたします。 ま
た、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も対象者を特定できる個人情報は
使用いたしません。

本研究の資金源（利益相反） 本研究に関連し、開示すべき利益相反はありません。

相談・問い合わせ・苦情
電話：0766-52-2156（内線2133）
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本研究の目的

がん患者さんの予後2週間を客観的かつ簡便に予測する予後予測ツールとして、臨床検査値
のみを使用するWPCBALscoreが提案されています。
当院のがん患者さんの最後の療養場所を決めた時のWPCBALscoreの有用性を確かめること
により、より様々な環境の終末期がん患者さんにもWPCBALscoreが予後2週間を予測する予後
予測ツールとして使用することができるかを検証することが目的です。

調査データの該当期間
研究実施期間：承認日～2025年3月31日
調査データの該当期間：2019年4月1日～2021年3月31日

研究の方法（対象となる方）

①2019年4月1日～2021年3月31日の期間に真生会富山病院で死亡退院または在宅見取りを
された方
②がんの方
③20歳以上


